
新理事長ご挨拶 

“今まで通り”の転換が未来をひらく 

一般社団法人すくすく広場 

新理事長 丸山 綱男 

半年近くが過ぎても、新型コロナウイルスの感染

が納まるどころか深刻な事態に入り、すくすく広場

の開催も“今まで通り”とはいかず苦慮しています。

しかし、この想定外の事態に直面して「努力とは結

果で示すもの 目標とは最後まで挑戦し越えるも

の やる気とは動いて見せるもの」という言葉を思

い出します。 

「努力・挑戦・やる気」を出して、今まで通りの

考えを転換していけば、必ず未来はひらくことがで

きると思います。 

 

２０２０年度定時社員総会の報告 

本年度の社員総会は第５回を数えますが、コロナ禍の

もと、通常の方法が採れず、３５名の社員には事前の

書面審議をふまえ、郵送による表決をお願いしました。

事務局の置かれる戸恒宅に、坂本佳代子理事長他 3 名

が議長、監査報告者、署名者、議事録作成者として集

まり、議決権数２３個（内委任状１９通）を持って、

５つの議案を無事採択して終了しました。 

このうち財務諸表と２０２０年度活動計画はホーム

ページに掲示してあります。なお、理事会で新理事長

に丸山綱男さんを選任し、新体制がスタートしました。 

コロナ禍の下で＝ねばり強く 

①今年は 3 月からこれまで、コロナウイルス感染拡大

防止のため、子どもを集めてのあそび広場や小中高生

勉強会の活動ができなくなりました。6 月 8 日以降公

共施設などの利用が徐々に再開されていますが、利用

者の定員が 2 分の 1 以下に、施設内での食事の提供も

禁止されており、8 月を迎えた今も、従来のような活

動を再開するには困難な状態が続いています。 

②3 月 9 日から学校が休校となったことでは、驚いて

ばかりではいられない大変な事態に直面させられま

した。学習や遊びの保障はどうするのか、給食はどう

なるのか―各学校での対応策を相談する余裕もなく、

即、一律に措置が取られた訳で、その日から町の中に

子どもの姿が消え、家の中に押しこめられた子どもた

ちは、ドアホン 1 つにも「どうしようか」とおびえる

状態に置かれました。 

③こうした事態の中、すくすく広場として、（それ以前

に近所の大人として）何ができ、何をすべきか、会議

も十分に開けない中で連絡を取り合い、小規模ながら

様々な取り組みをしてきました。 

㋐アンケートの実施 すくすく広場に参加する家庭

のうち、住所の把握できている家庭に協力していただ

き、初めてのアンケートを郵送で実施しました。家で

の生活の様子や、困っておられることなど、活動をス

タートさせるのに役立つ有意義な調査となりました。 

㋑お弁当配達プロジェクト・前期 加須市役所が給食

センターから食材を提供してくれました。またその場

に集った市内の子育て応援団体の相談から、小学校に

働きかけて必要な子どもと家庭を紹介してもらいお

弁当を配達するプロジェクトが 3 月 19 日にスタート

しました。 

イベントへの炊き出しなどでン十年の歴史を持つ「し

ずくの会」のベテランをリーダーに、すくすく広場の

調理スタッフが協力し、加須社協のはからいであけぼ

の園の調理室をお借りして、31 食を 6 回、2 つの小学

校ルートで、すくすくのボランティアが配達しました。

この時に、加須とあいせんの 2 つの子育て応援パント

リーが冷凍食材の提供や保管に協力してくれて、すく
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◆あそび・まなび・たべる 

◆老壮若が出合い、 

遊び・子育て・学習を支援。 

◆近所に子ども食堂を！ 
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すくを含めた「子育て応援 3 団体」の結束が一段と強

まりました。 

㋒お弁当配達プロジェクト・後期 「３密」を徹底す

るため、調理室の借用ができなくなり一旦中断しそう

になったピンチには、南町のつくしの家の吉田夫妻が

「それなら私の家で少人数で調理しましょう！」と言

ってくれて、２０食での配達を６月８日に学校が再開

する直前までの２か月間を継続できました。各校長先

生の理解と協力で、2 つの小学校ルートを開けたのは

大きな 1 歩でした。 

㋓プチ・パントリー活動 どの町の子ども食堂も活動

を制約される中、埼玉県子ども食堂ネットワークでは

本間香代表らの発案と奮闘で、県内の食品企業や各市

の給食センターから使用されなくなる食品を大量に

提供してもらい、１３のエリアが受け取って各ステー

ションに搬送し、いくつもの子ども食堂に分け、持ち

帰ったその日のうちに子ども食堂パントリーを開い

て各家庭に配布するという活動を前後６回行いまし

た。最盛時には２６トンにもなる食品でしたが冷凍も

のも多く、衛生に留意しながら事故なくお届けするに

は、大変な労力と注意が必要でした。すくすくは羽生

の杜さんと一緒にステーションキャプテンを引き受

け、５つの市に配分するほか、市内では、にほんごの

会６、北小浜みんなで子ども食堂４、騎西ルート４、

すくすく本体１７の計３１家庭と、つくしの家２５家

庭にお配りする仕事を担いました。この間、つくしの

家では専門のチームが全期間担当してくださったほ

か、加須とあいせんの子育てフードパントリーが地元

の協力者からのお米やお肉、野菜の提供と、冷凍保存

などの協力を買って出てくれ、食品の扱いなどの専門

的な知識も伝授してくれました。市役所では子育て支

援課が先頭に立ち、これを応援するフードドライブ

（食品を集める活動）も始めてくれました。 

また、このパントリーと先ほどのお弁当配達には、（株）

ベルーナ様、大阪王将キッズサポート様、真如苑様、

赤い羽根募金様などから物資と資金の援助を受ける

ことができ、埼玉県少子政策課からは冷凍庫の支給が

あり、おかげで充実した内容にすることができました。 

㋔かぞグルみおべんとプロジェクト これまでに述

べた活動は、どれも、ボランティアさんたちのひとか

たならぬ情熱と、地域の皆さんの理解の広がりに支え

られてのものですが、それにしても私たちの力が担え

る範囲はごく小さなものでしかありえません。 

一方で、このような厳しさの中で、子育て中の家庭を

何か少しでも応援したい…とお考えの方はたくさん

いらっしゃるはずで、その気持ちを具体的に目に見え

る形にしていくことはできないか？もし、加須市の町

ぐるみでこのような雰囲気を盛り上げることができ

れば、今後も、夏・冬の休み中など、子どもたちが頼

りに出来る一層すてきな街になるのではないか？ 

そんな折にドンピシャの企画で応援してくれたのが

全国子ども食堂応援センタ―のむすびえ基金です。

「コロナ禍の中で苦闘する飲食店と子育て家庭を同

時に応援する」企画募集でしたが、すでに２つの子育

て応援パントリーが活動する加須市では必要度の高

い家庭に直接届ける１３０余りのルートを持ってい

ましたし、ちょうど飲食店が生き残りをかけたテイク

アウト販売にカゾテクというホームページを立ち上

げて頑張っていました。そこでこの２つを結び付け、

町中の飲食店がお弁当販売や、おべんと券での食事利

用に協力することで、町ぐるみの子育て応援を進めよ

うとの子育て応援３団体による企画書が見事に採択

されて、７月１８日から９月１８日までのこのプロジ

ェクトがスタートできたのです。公告業を経営しカゾ

テクを主宰する佐伯武久氏の全面的な協力を得て、協

力店は２４を数え、交渉に行った会員たちは、「待って

ましたとばかりに積極的なのに驚き、感動した」と言



っています。また同封したアンケートが続々と返送さ

れて来ますが、「とても助かります。嬉しいです。なに

を食べるか考えるだけで楽しいです」「…私個人は子

供が３歳８歳１１歳のときに離婚しましたが、お金が

なく、お米も買えず、『あと１週間どうやって食いつな

ごう…』という状況が度々ありました。」などの感想が

寄せられています。 

すくすく広場と、応援隊とあいせんのフードパントリ

ーの子育て応援３団体が結束し、市内の皆さんと協力

しての企画は、大きな反響を呼んでいます。この流れ

の中で、協力店の皆さんがさらに広がってくださるこ

と、また、今後もこのような受け入れと応援を継続し

てくださることを願って、実行委員たちが訪問を続け

ています。 

㋕小中高生勉強会を再開しました 

６月８日以降、コロナ対策を徹底する条件で公共施設

が再開され、勉強会のスタッフもさっそく会議を持ち、 

・毎週木曜日の小中高生勉強会を再開する。 

・小学生中心の前半（5～6時）と中高生中心の後半（6

～7 時）に２分し、さらに後半は２部屋を確保して密

度を下げる。 

・中学生については希望により 30 分延長する。 

・毎回、開始時に体温を検査、マスクをし、スタッフ

はフェイスシールドを着用する。 

・長机の向きを１方向にし、１人ずつで使用する。 

・冷房を使用しつつ、窓を開けて換気する。 

このような対策の下、子どもたちは変わらぬ元気な笑

顔を見せてくれて、スタッフ一同、大いに元気づけら

れました。以前よりさらに集中して学習に取り組むよ

うになりびっくりする程でしたが、食事を提供できな

い寂しさがありますが、「放課後の居場所」としての役

割を忘れずに、また学習の面でも要望にはしっかり対

応していこうと話し合っています。 

現在、登録生徒１７名、ボランティアスタッフは１１

名です。 

㋖楽しく頑張る北小浜みんなで子ども食堂 

林実さんや大平さん柿崎さんら「北小浜団地の子ども

たちの安全と成長を見守るてんとう虫の会」とすくす

く広場が共催する「北小浜団地みんなで子ども食堂」

は、３月からのピンチにも、地域のちからを発揮し、

毎月の食堂をお弁当に切り替えるなど、工夫して活動

を継続して来ました。さらに、埼玉県子ども食堂ネッ

トワークのプチ・パントリーには通算６回参加し、毎

回１００枚のチラシを団地に隈なく配布し続けて広

げる努力を重ねた結果、１軒１軒と参加が広まって来

て、この夏休みには２日間の勉強会を開くまでになり

ました。すくすくのボランティアスタッフも毎回８～

９名を数え、子どもたちとの距離も近いことから「と

ても楽しい」と好評で、新しいボランティアにも参加

しやすい場所

としてお勧め

しています。 

是非お声かけ

ください。 


